
　抗菌・殺菌・制汗・収れん（引き締め）・含有イオンで消臭という作用を合せ持つ、優れた天然鉱物。

　なすの漬物の発色剤・変色防止、蓮根の下ごしらえ等古くから様々な用途に利用されてきた天然鉱物で
食品添加物。安全性が高く、皮フに優しい成分。アトピー等皮フ疾患にも作用があるといわれている。

とは？ミ ョ ウ バ ン

作用と制汗・消臭の仕組

殺菌・抗菌・消臭作用

　ワキや足の臭いは汗等の分泌により

生じる雑菌が原因。ミョウバンは水に

溶けると酸性になり、臭いの原因菌が

嫌う酸性の環境に変化させて繁殖を防

ぎ、原因菌の増殖を抑制しアンモニア

の臭いを効果的に抑える。

含有イオンで消臭

　鉱物であるミョウバンには様々な金

属が含まれている為、それらが酸化還

元反応を起こし「汗の出口」を塞ぎ、 

金属の消臭効果で臭いを元から断つと

も言われている。（銀イオン Ag で消臭

♪っていう制汗剤CMありますよね！）

更に、角質層を形成する淡白質からキ

メ細かな保護膜を作るので美肌水とし

ても利用される。アトピー・ニキビ予

防にもよく、別府の明礬温泉はまさに

それ。
　これらの作用を持つミョウバンは、

古代ローマ時代からワキの制汗・防臭

剤として重宝され、広く使われている

世界最古の体に安全・安心なデオドラ

ント剤ともいわれてる。

収れん作用による制汗
　収れん＝引き締め。ワキのニオイとな
る毛穴を引き締める。又、内部のアポク
リン腺から出る脂質とタンパク質の内、

タンパク質を凝固。その結果、タンパク
質を栄養とする臭いの原因菌は臭いを出
す事が出来ず、 臭いが軽減される。

自然素材
手作り制汗剤!

で
化学製品ものが嫌いなので、制汗
剤はクリスタルストーンを長年
使っていました。「あれって一体
何から出来てるんだろう？」と思
い、調べてみると何とミョウバ
ンから出来ているではありません
か。しかも、自分で簡単に安く作
れると知って大衝撃。今年は手作
りしようと思います。
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ミョウバン原液が効かない・よりミョウバン効果を感じたい・ワキガにお悩みの方用。上記原液でも、ミョウバン濃度は3.2%程度。臭いが強い人には効果が薄い為、ミョウバンを粉末のまま利用するのがこの方法。

最強制汗ミョウバンパウダーの作り方

［150ml分］
・ミョウバン（ミョウバンor焼ミョウバン）…５g(小さじ１杯)

以下、薬局やスーパーで100円以下で手に入る
・水道水…150ml（塩素が水の防腐となる為）　
・ペットボトル等蓋付き容器　・スプレーボトル　・計量スプーン又は計量器

作り方 使い方

作り方 使い方

基本は原液を10〜30倍に希釈して使用。肌の強さ・臭い

の強弱によって希釈濃度を調整する。肌が弱い人は30倍か

ら試し、問題なかったら消臭効果をみながら濃度を濃くする

とよい。

❶毎日のお風呂上りやシャワーの後に、気
になる部分にミョウバン水をスプレー。そ

のまま乾燥又は軽く拭き取る。

❷汗をかいた時や臭いが気
になる場合、ワキや足等にミョウバン水を数

回スプレー後、ミョウバン水と一緒に汗をキ

レイに拭き取る。（これにより、臭いの原因菌が無くなる）

❸再度ミョウバン水をスプレーしておくとより
効果的。

※スプレーに移すのが面倒な場合、コットン等で

湿らせて付けてもよい。

粉末の粗い焼ミョウバンを、すり鉢やミ
ルサー等で粉砕し、容器に入れ保管。

風呂上がりや外出前にワキ・足等
へパフ等で塗布。

❶容器に水とミョウバンを入れて、軽く
振る。ミョウバンは水に溶けにくいので、

最初細かい発泡スチ
ロールが水に浮いた
様になるが、そのま
ま放置しておけば透
明な水が出来上がる。

❷日陰や冷蔵庫で
放置（約1日）。ミョ
ウバンが溶けて透
明な水になったら
完成。

※すぐに使いたい場合等は、容器半分位の
お湯でミョウバンを溶かして水をいれると
よい。最初白濁するが、数十分そのままに
しておけば透明な水が出来上がる。

ミョウバン水「原液」の作り方RECIPE

RECIPE

更に消臭効果を高める方法

・ミョウバン水にレモンを１個絞って加えると、消臭＆殺菌効果が長時間持続。レモ

ンもミョウバン水と同じ酸性の為、殺菌作用があり効果がより長続き。又、レモン

の香りが臭いを包み隠してくれる。
・より消臭効果を高めたい場合、水道水ではなく濃い目の緑茶を使用。カテキンに

も強い消臭作用がある為、相乗効果が期待出来る。この場合使用期限が短くなる為、

早めに使い切るか少量のミョウバン水原液をその都度作る様にする。

消臭作用のある
エッセンシャルオイル
（ペパーミント・レモン
グラス・ティーツリー・
ユーカリ・シトロネラ等）を

1滴加えると
なお良い。

アレンジ

ミョウバン
クリーム

粉が飛ぶ・服に着くのが
気になる方は、市販の
ワセリンに粉末を混ぜて

塗るのもよい

アレンジ

ミ
�

ウ
バ
ン

透明！
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布巾の
除菌・消臭
洗面器に PB の
キャップ１杯の
「ミョウバン水」
を入れてすすぐ。

「ミョウバン水」を鍋
に入れ、火にかけて泡
だってきたら冷まし、
パリパリになった焦げ
を擦る。

鍋に付いた焦げ生ゴミの消臭
10 倍 に 薄 め た
ミョウバン水をス
プレー。

コーヒー
メーカーの洗浄
「ミョウバン水」を入れ
て作動させる汚れが出
てくる為、
２～３回
通常の水
で通水し、
よく洗う。

洗剤でまな板や包丁をきれいに
洗った後に、「ミョウバン水」を
つけたペーパータオルで拭く。

まな板・包丁の
除菌・消臭

洗濯時すすぎの際、PB
キャップ 10杯程度の「ミョ
ウバン水」を入れると、生
乾きの臭いが出ない。更に
汗をかいても衣類が臭わな
くなる。柔軟剤コーナーが
あれば、そ
こに原液を
投入すれば
よい。

洗濯物の部屋干し
＆生乾き臭防止

水虫対策・
靴の消臭
水虫対策には 10
倍希釈で足浴。
靴の消臭には、靴
のつま先に向けて
数回スプレー。

頭皮・肌ケア
頭皮のかゆみ、脂漏
性皮フ炎の症状改善
にも良いそうで、10
〜 20 倍希釈液を塗
布後、水で
洗い流す。

PB キャップ１杯程度の「ミョウ
バン水」を、ぬるま湯を張った洗
面器に入れ、洗顔。
汚れを浮かび上がらせ、肌を洗浄。
ミョウバンの殺菌・制汗作用がア
クネ菌の増殖を抑え、収れん作用
で肌を引締めてバリア機能を強化。
ニキビの赤み・熱を抑える消炎作
用も。

脂性肌（ニキビ）洗顔

ミョウバン風呂
PBキャップ 10杯位（５０ml 位）の

「ミョウバン水」と 10円玉硬貨 20枚

程度を、お風呂に入れると、ミョウバン＆銅W
の殺菌効果が。

あせも・ニキビ・アトピー・水虫等でお悩みの方
にもお勧め。

注：ミョウバン水の濃度を高くすると、酸性作
用で金属を傷める事がある

為、入れ過ぎに注意。

風呂上りに浴室
のタイル・鏡等
にミョウバン風
呂の残り湯を掛
けておくとカビが生えにく
く。タイルにカビが発生した
ら、「ミョウバン水」をつけ
歯ブラシで擦る。

お風呂のカビ防止

あせも
ミョウバンの収れん・
殺菌・制汗作用で肌
にスプレーすると初
期のあせもの悪化を
防ぐ。10 〜 20 倍希
釈で。

口臭予防
口臭だけでなく、
口内炎にも作用す
るのだそう。コッ
プ１杯の水に原液
PB キャップ半分
位入れてうがい。

ミョウバン水の保存・注意点 肌に使う物は、1週間程で使い切る量を作り、常に新鮮な物を。

1 週間で使い切る量を
「冷蔵庫で 3年持つ」と言われるが、ミョウバン自体安い物なので 1週間程度で使
い切る量を作り、出来るだけ新鮮な物を。

必ず水道水で作る
精製水・ミネラルウォーターは塩素が入っていない為、腐敗が早まる場合が。

いきなり顔や体全体に吹付けない
収れん作用により発汗を必要以上に抑制してしまう為、体温調整が上手く出来なく
なってしまう事も。ワキ・足・胸等の汗をかきやすい、気になる部分に使う。

パッチテストは必須
ごく希にミョウバン水原液の濃い物を使用した際、肌の
弱い方や体質等でかぶれ・炎症を起こす場合も。使用前
には必ず目立たない部位に吹きつけ、テストを行う。

赤ちゃんに使用する場合
ミョウバン水を更に薄めた物を用意し、様子を見なが
らの使用を。
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足掛け３号に渡ってご紹介して
いる「逸品」特集も最後。今回
は読者様の「貰って嬉しかった
＆困った物」のエピソードもやっ
とご紹介出来、ホッとしています。
（ちなみに「貰って困った物」
には同感＆大笑い！）
投稿頂いた読者の皆様、いつ
もほんとに有難うございます！　

Aお勧め商品名／ B予算又は単価／
Cお勧めの理由　　　　

＊読者投稿そのまま紹介しています。購入の際は、店
舗にて金額等お確かめ下さい。

この特集の見方

A

B C

特集2 ♥必ず喜ばれる、
とっておきの逸品

～お中元・お歳暮／
誕生日プレゼント・その他 編～

2,500円：東京の妹へ。
（K・M）

お酒・
ビール

その他

商品券

うなぎの山椒煮

茅の舎

ズワイガニやタラバガニ
華味鳥の
水炊きセット

博多三徳の干物

ビール

カシウエア 外食 洗剤セット

スターバックスのクオカード日本酒かビール等のお酒 お酒券

宇久宝島メロン

お中元でうなぎの山椒煮をあ
げたら喜ばれたから、自宅で
も購入。美味でした！（M・H）

3,000 ～ 5,000円：人気だし、美味
しいし、買わないけど頂くと嬉しいか
ら。（たまみ）／出汁や明太子。（ハ
ンナ）／出汁なら間違いなし。（みー
にゃ）／出汁・ドレッシング。（M・
M）／出汁。色 な々料理に使える。（あ
やっち）

5,000円位：自分の職場が水産会社
なので社内販売でお手頃価格で手に
入るので、それを贈ります。（よっしー）

色々入っててとても
喜ばれます。（A・N）

美味しいです。（ありんこ）

5,000円～：みんなで飲めるの
で。（みかん）

（なおじ） 両親へのお中元、お歳暮
の代わりに外食へ行きま
す。（チーズケーキ）

（スエコ） 

3,000円：好きな物が飲めるし店舗が多い
から。（牛乳）／値段分かっちゃうけど、
皆喜んでくれます。（COCO）

日本酒だったら一升瓶を2本。
ビールだったら1ケース送り
ます。（るるこ）

（スエコ）

4,500 円位（4 個入り）：毎
年必ず自分にも購入。ハズ
レが無い！（M・S）

一夜干し
3,000 ～ 4,000円：福岡は魚
が美味しいので。（Y・H)

アンリ・シャルパンティエ
沢山入って一番大きい箱詰めが5,000円位：フィ
ナンシェ・マドレーヌ・クッキー・タルト・夏はゼリー
の詰め合わせ。きれいでおしゃれなので人にあげ
るにはとても良いので、よく利用しています。（T・N）

16区の
ダックワーズ もち吉

如水庵の
筑紫もち

3,132円（8個入り）
（くま）

（コタロ→） 2,160円（T・N）

ひよこサブレ
あまおうの焼きもち
2,500 円：東京の妹へ。
（K・M）

投稿数No.1！

スイーツ

お中元・
お歳暮

ひよこサブレ
あまおうの焼きもち
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ストロベリーフィールズの
ミルクレープ

ジャックのケーキ おにぎりケース バルーン ジェラートピケ

大原松露饅頭
竹林亭の
うなぎせいろの握り飯

（A・K）

（はーすけ） 1,000円～：自分ではわざわざ
買わないけど、あったら便利な
もの。（F・Y）

サプライズでバルーンを届ける
と、子どものいるご家庭では大
変嬉しいようです。（みーにゃ）

（なおじ）

おばあちゃんが生きていた時は、大原の
松露まんじゅうが定番でした。（H・O）

1,500円（5個入り）：保存も利くし手軽にぜい
たく気分。（ねこ課長）

誕生日プレゼント・その他
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事柄やエピソードを教えて下さい。

あなたが過去に貰った物等で

感動した・驚いた・嬉しかった・
印象に残っている物

上手な手作り系は憧れ＆尊敬
●お菓子作りの大好きなお母さんを持つ友達は、いつも手作りケーキやパン等を持参してくれた。そんなお
母さんになりたいと思いました。上手なら手作りは好印象ですね。（M・S）

●手作りダックワーズ。まず手作り出来る事にビックリ感動したし、美味しくて更に感動した。それだけ
では足りないかもしれないと、更に蒸しプリンも作って来てくれて、気遣いも料理の腕も同じ女性として
尊敬しました。（たまみ）

●出産祝いに友達手作りの「おむつケーキ」を貰った。手作りって所に嬉しさ倍増しました。（コタロ→）

まさにサプライズ！

名入り・
こだわり品は
感動値アップ

●友人から結婚祝い
で、ガラスのフォトフ
レームを頂いた。フォ
トフレームには、私
達の名前・結婚記
念日が刻まれていた。ネットオー
ダーで注文してくれていた。何
がいいか喜ばれるか一生懸命
考え選んでくれた気持ちが嬉し
かった。（てん）

●名前の入っているお
酒。記念日やお誕生日
を事前に思い出して注
文してくれたという気持
ちや心遣いが嬉しく思
いました。（A・K）

●結婚祝いに夫と
自分の生まれ年のワ
インを1本ずつ、バ
カラのワイングラス
と共にプレゼントさ
れたのは今でも覚え
ています。（よっしー）

思いやり・気持ちの深さを感じます
●結婚前、旦那が私のバースデープレゼントに「シャワーヘッド」
をくれた。私が髪が傷むと言ってたのを覚えてて、水道水をろ
過する機能がついてるヘッドで、とても嬉しかったです。（A・N）

●彼から誕生日プレゼントで付き合って初めてのプレゼント。
1回しか会ったことない友達を探しだし、メッセージカード
とコメントムービーを10人くらい集めてくれた。とても嬉し
かった。（なおじ）
 

●20歳前半は木造のアパートに住んでいました。会社
で「家の隙間が酷く寒い」と話していたのを上司が耳
にし、翌日“隙間テープ”をくれた。心遣いが嬉しかっ
た。（よっしー）

●20代の時、友人から貰った美顔器！同じ検定合格を目指して
頑張ってました。無事合格出来たのですが、頑張ったご褒美とし
てサプライズプレゼント。驚いて嬉しくて涙が出ました。（ハンナ）

●いつも良く行く居酒屋さんでサプライズでバー
スデーケーキを作ってくれていた。とっても嬉し
かったです。（くま）

●ウォーキングを始めた時に私の大好きな曲がたくさん
入った ipodを貰いました。すごく嬉しかった。（M・M）

読者に
聞いた！

思いやり

♥♥♥
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その他
●先輩に知り合い（男性）を紹介した事がきっ
かけで、お付き合いが始まり、その1年記念
の時に私にと、お礼の気持ちを添えて菓子箱を頂
きました。めでたくご結婚されましたが、そういう節
目でお礼を言って下さる先輩のお人柄に感動しました。（シロクマ）

●世界一周に出ようと計画中の私のバースデーに会社のメンバーから
「世界のホテル」という素敵な本を頂いた。「旅中に何処かに泊まって
きて話を聞かせてね☆」というメッセージと共に。応援して貰えて嬉し
かった。（COCO）

●米軍に勤めていたおばが時 く々れた、米軍内で売られている品物。
食べ物も洋服も珍しい物で、とても嬉しかったです。（みかん）

●櫛田神社の貝のお守りを貰って元気付けられた。（Y・K）

ご家族の
思いやりに感謝
●20際の誕生日に両親か
ら全部千円札 ×200枚で
20万円貰った。まだ学生
の私にお金の重みを知って
欲しくて千円札にしたと言
われた。今でも心に残るプ
レゼントと言葉です。
（あやっち）
 

●1人暮ら
しを始めた
際、浄水器
を姉から
買って貰い
ました。10
万円位した
と思います。
（スエコ）

●仕事で車をたくさん使う
のですが、その時乗ってい
た車が少し古くなって色々
メンテナンスが必要になっ
てきた頃、父母が中古の軽
自動車をプレゼントしてくれ
ました。本当に助かってま
す!!お父さん、お母さん本
当にありがと～、感謝です。
（みうみう）

純朴な気持ち
●私の息子（2歳）に甥 (6 歳）
がプレゼントくれました。小学
生になり、貰いたてのお小遣
いを貯めて、息子にミニカーを
2台贈ってくれました。姉から
話を聞き、甥が自分で選び、
自分の財布から支払ったとの
事…。嬉しさで心が温かくな
りました。今書いてて思い出し
涙が…。
ずーっと
大切にさ
せたいプ
レゼントと
話です。
息子と甥
は従兄弟です。（T・N）

●会社を退職する時に後輩か
ら貰った手紙。（M・N）

気の利いた所作
●高校卒
業の時、
そんなに
話せな
かったク
ラスメイト

が「もうちょっとあなたと話せ
たら良かった。」という意味の
事を言って、大人びた雑貨店
で買ったらしい額に入った絵
をくれた。すごく嬉しかったし、
同じ気持ちだったから自分も
何かプレゼントを買ってくれば
良かったと、己の気の利かな
さに頭を叩きたくなった。（あ
りべ）

●1年間の写真をアルバムに
まとめて絵本のようにして頂い
た事。（T・N）
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お姑さん・親戚系あるある
●義母より誕生日プレゼントに帽子を
貰った。義母宅や行く際、必ずかぶら
ないといけないので本当困ります。（コ
タロ→）
●新築祝いに、おじ
から大きな電波時計
を貰いました。リビ
ングに飾ってと言わ
れましたが、インテリ
アのイメージに合いません。勿論自分
で時計は購入済みですし…。遊びに来
られた時だけつけ変えるしかないのか
な？（A・N）
●義母から自分が使わないバッグや
エプロンを貰った、本当に要らない。
（Y・Y）
●姑が買ってくる大量の洋服。娘さ
んが居ない為、嫁の私を娘の様に可
愛がって下さるのは有難いが、実家
へ行く度に大量の洋服が買って用意
してある。ギャルの様な派手な物や、

ふりふりのレースの物
等で中々着れない。サ
イズも合わなかった
りして困るけど、たま
に「コレなら着れそ
う」という物を着て見
せると凄く喜んでくれ
て、どんどんエスカレー
ト。家に持ち帰って仕
方なく捨てる事もしば

しば。困り果ててたら、主人が「洋
服はもう一杯だから、洋服よりは妻は
コーヒーが好きだよ」と言ってくれて
洋服攻撃は止まりまし
た。それ以来、行くとド
リップコーヒーを100
袋とかレトルト食品を
大量にくれます。洋
服よりは全然嬉しいです。
（たまみ）
●姑から結婚祝いに鯛
を貰った。さばけないか
ら一度断ったが、夫が
引き取りに行きさばき方を習ってお刺
身や切り身を作ってくれた。いい思い
出です。（M・H）
編＜一度断った（M・H）さんがすご
いっす…！

●数年前
の誕生日。
上司から
手作りの
ピクルス
を頂きま
した。と
ても繊細な料理を作る方だったの
で、これも凝ってあるんだろうな、
と察しましたが、なんと私、漬物
全般食べられない。おまけに帰り
の自転車で瓶から酢が漏れ、手提
げ袋が大変な事にっ。それでも翌
日感想を述べない訳にはいかない
と思い、近所の友人に頼んで食べ
てもらいました…。ちなみにある年
の誕生日には、高校時代の親友か
ら梅干が送られてきました。ますま
す漬物が嫌になった私です。（みー
にゃ）
●ダイエット中な
のに大きなチョコ
ボール（金づち
で割って食べるよ
うな）を貰って、
自責の念にから
れながら結局１
人で食べました。（F・Y）

●母が買ってきたニ
セブランド商品。コ
ピー大嫌いだから
すぐ処分しました。
（M・H）
●出張でしばしば釜
山に行きますが、日
本へのお土産で、得意先の方が段ボー
ル1つ分の韓国海苔をよくくれます。
有りがたいですが、荷物になるので嬉
しさ半分迷惑半分で持って帰っていま
す。（よっしー）

●ラッキーグッズにはまっていた友達
がくれた木彫りのリアルなフクロウ・・・
とても困りました。でも、置いておか

なければ
と飾って
いました。
（H・O）

全力の好意！なんだけど　（涙）

何故！？
●小学生の時、友達から友達のは
いていたパンツをもらった（下着）。
（なおじ）

●小学生の頃、誕生日プレゼントに
「定規」と何故か「友人の２歳位
の時の写真」を貰った。子供なが
らに、この写真をどうしろと？！と思っ
た。（あやっち）
●結婚式の引き出物が何故かそば
セットだった。そのまま友人の引越
しパーティに持って行きました。（シ
ロクマ）
●値札が残っていた。（なおじ）

意外に多い「賞味期限切れ」
●賞味期限の切
れたお菓子。（て
ん）
●マンションの
オートロックに

鍵が刺さったまま抜けなくなって困っ
てた小学生が居たので、管理会社へ
TELして、担当の人が来るまで一緒に
つきあって待っていました。無事、鍵
が抜け、夜に親がお礼にケーキを持っ
てきたはいいが、賞味期限が切れてる
上にカビまで生えていた。なぜあんな
物を持ってきたのか未だに分からない。
（M・Y）
●もらった手土産が賞味期限が切れる
寸前だった。（なおじ）
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ど
う
し
た
ら
い
い
の
！？

●
八
百
屋
を
営
ん
で
い
る
学
生
時

代
の
先
輩
に
、「
余
る
野
菜
が
あ
っ

た
ら
下
さ
ー
い
」
と
気
軽
に
言
っ

た
所
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
20
箱
位
届
け

て
頂
い
た
事
。
中
に
マ
ス
カ
ッ
ト

や
メ
ロ
ン
等
も
あ
り
、
売
値
に
し

た
ら
総
額
い
く
ら
す
る
ん
だ
ろ
う

と
、
動
悸
が
激
し
く
な
り
ま
し

た
。 

（
シ
ロ
ク
マ
）

●
友
人
の
誕
生
日
に
と
、
長
い
髪

を
止
め
る
ス
テ
キ
な
バ
レ
ッ
タ
を

買
っ
て
包
ん
で
も
ら
っ
て
い
た

ら
、
友
人
が
誕
生
日
の
３
日
前
に

髪
を
ば
っ
さ
り
切
っ
て
シ
ョ
ー
ト

ヘ
ア
に
し
て
し
ま
っ
た
。（
こ
ん

な
小
説
が
無
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。

ま
さ
か
自
分
の
身
に
起
き
る
と

は
。） 

（
あ
り
べ
）

●
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
マ
マ
友

に
、
ち
ょ
く
ち
ょ
く
お
土
産
を
渡

し
て
い
て
も
、
毎
回
も
の
す
ご
く

立
派
な
物
に
な
っ
て
返
っ
て
来
る

の
で
恥
ず
か
し
い
で
す
。
梨
を
あ

げ
た
ら
立
派
な
ぶ
ど
う
に
な
り
、

ア
ジ
ア
の
ラ
ー
メ
ン
セ
ッ
ト
を
あ

げ
る
と
素
麺
セ
ッ
ト
木
箱
入
り
に

な
り
、
野
菜
盛
り
合
わ
せ
を
あ
げ

る
と
ブ
ラ
ン
ド
の
子
供
服
の
お
下

が
り
が
山
盛
り
来
た
り
と
、
い
つ

ま
で
た
っ
て
も
感
謝
を
表
せ
ま
せ

ん
！
「
頂
き
物
だ
か
ら
気
に
し
な

い
で
。
貰
っ
て
く
れ
た
方
が
助
か

る
。」
と
い
つ
も
笑
顔
の
ス
テ
キ

な
方
で
す
…
。 

（
る
る
こ
）

●
友
人
夫
妻
の
結
婚
式
で
頂
い
た

食
器
。
離
婚
し
て
し
ま
っ
た
の
で

そ
れ
な
ら
ば
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ

プ
へ
持
っ
て
い
っ
た
が
、
買
い

取
っ
て
も
ら
え
ず
結
局
ま
だ
我
が

家
の
納
戸
の
中
に
。
目
に
付
く
所

に
置
く
と
、
そ
の
二
人
の
事
を
思

い
出
し
て
し
ま
う
し
、
ど
う
し
て

い
い
や
ら
…
。 

（
み
ー
に
ゃ
）

気
ま
ず
い
空
気
が
…

●
取
引
先
の
人
数
よ
り
、
手
土
産

の
数
が
少
な
い
時
に
気
ま
ず
か
っ

た
。 

（
M
・
N
）

●
友
達
か
ら
貰
っ
た
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
無
く
し
て
し
ま
っ
た
。
い
つ
も

「
ア
レ
（
バ
レ
ッ
タ
）
を
つ
け
て
」

と
言
わ
れ
る
と
、
言
い
訳
に
困

る
。 

（
サ
ト
リ
ン
）

●
お
中
元
に
ハ
ム
を
た
く
さ
ん

貰
っ
た
の
で
、
お
裾
分
け
し
よ
う

と
友
達
が
来
た
時
に
取
り
出
そ
う

と
し
た
ら
、
友
達
も
「
家
で
余
っ

て
て
…
」
と
ハ
ム
を
く
れ
た
。 

 
 

（
ね
こ
課
長
）

●
私
の
母
に
届
い
た
お
中
元
で
、

名
前
が
全
く
別
の
方
だ
っ
た（
笑
）

何
も
な
か
っ
た
コ
ト
に
…
。

 

（
は
ー
す
け
）

●
妹
が
居
眠
り
運
転
の
車
と
事
故

に
遭
っ
た
時
、
相
手
が
ま
だ
20

歳
そ
こ
そ
こ
の
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手

で
、
お
詫
び
と
し
て
家
に
菓
子
折

り
を
持
っ
て
き
て
く
れ
た
。
し
か

し
”お
見
舞
い
“
の
下
の
名
前
は
、

自
分
の
名
前
で
は
な
く
妹
の
苗
字

が
書
い
て
あ
っ
た
。 

（
M
・
S
）

●
親
戚
に
沖
縄
土
産
の
お
菓
子
を

渡
し
た
ら
、
約
１
ヵ
月
後
、「
頂

き
も
の
が
沢
山
あ
り
、
食
べ
な
い

か
ら
」
と
沢
山
の
貰
い
物
を
頂
い

た
。
あ
げ
た
お
土
産
が
自
分
に

返
っ
て
き
た
。 

（
牛
乳
）

超
気
ま
ず
す
ぎ
る

●
韓
国
の
取
引
先
の
方
が
日
本
に
来
た
時
、

〞メ
シ
マ
コ
ブ〝
と
い
う

高
級
き
の
こ
を
お
土
産
に
持
っ
て
き

て
く
れ
た
。
木
箱
に
入
っ
た
、
明
ら
か
に

高
級
イ
メ
ー
ジ
を
醸
し
出
し
た
物
だ
っ

た
が
、

誰
も
食
べ
方
が
分
か
ら
ず
、

有
り
難
み
に
欠
け
、
先
方
に
喜
び
が

伝
わ
ら
な
か
っ
た
と
思
う
。
今
思
え

ば
失
礼
だ
っ
た
と
反
省
で
す
。

 

（
よ
っ
し
ー
）

●
東
京
に
住
ん
で
い
た
若
い
頃
、
当

時
付
き
合
っ
て
い
た
㮝
ᵜ
⪭
㮽
ᓐ

に
、
原
宿
で
買
っ
た
彼
の
好
き
な
ブ

ラ
ン
ド
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
誕
生
日

プ
レ
ゼ
ン
ト
に
渡
し
た
。
喜
ん
で

く
れ
て
、
デ
ー
ト
で
着
て
く
れ
て
た

ら
、
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差
点
の
反
対

側
か
ら

同
じ
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着
た   

太
っ
た
お
ば
さ
ん

が
…
。こ
ん
な
に
人
が
多
い
場
所
で
、

こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
こ
の
人
に
会
う

な
ん
て
つ
い
て
な
さ
過
ぎ
る
、
と
落

ち
込
み
ま
し
た
。 

（
た
ま
み
）

笑
え
る
・
笑
え
な
い
・

驚
い
た
エ
ピ
ソ
ー
ド

頂
い
た
又
は
渡
し
た
手
み
や
げ
や
お
祝
い
・

お
裾
分
け
や
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
ま
つ
わ
る
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●
社
会
人
に
な
り
た
て
の
頃
、
当

時
お
付
き
合
い
し
て
い
た
彼
か
ら

指
輪
を
も
ら
っ
た
が
ボ
ー
リ
ン
グ

場
の
ト
イ
レ
に
忘
れ
紛
失
。
そ
の

後
頂
い
た
ネ
ッ
ク
レ
ス
も
紛
失
し

て
し
ま
い
、
さ
す
が
に
言
い
出
せ

ず
自
分
で
同
じ
物
を
購
入
し
、
秘

密
に
し
て
い
た
。 

 
 

（
て
ん
）

●
好
み
で
は
な
い
ア
ク
セ
サ
リ
ー

を
も
ら
っ
た
時
、
し
ば
ら
く
し
て

「
な
く
し
た
」
と
言
っ
た
ら
、
同

じ
も
の
を
買
っ
て
く
れ
て
も
の
す

ご
く
微
妙
に
喜
ぶ
し
か
な
か
っ

た
。 

（
H
・
O
）

●
親
友
か
ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

お
土
産
で
、
コ
ア
ラ
の
顔
の
コ
ッ

プ
を
貰
っ
た
。
フ
ィ
ギ
ア
や
お
も

ち
ゃ
好
き
の
私
で
、
良
く
母
親
に

怒
ら
れ
る
の
で
す
が
、
こ
の
コ
ッ

プ
を
貰
っ
た
直
後
に
母
が
部
屋
に

入
っ
て
き
て
、「
ま
た
あ
ん
た
、

こ
ん
な
変
な
コ
ッ
プ
買
っ
て
か

ら
ー
！
」
と
私
に
言
っ
た
。
友
達

は
苦
笑
。 

（
T
・
N
）

微
笑
ま
し
い
…
？

●
壱
岐
の
お
客
さ
ん
か
ら
生
き
て

る
ナ
マ
コ
を
た
く
さ
ん
頂
き
ま
し

た
。
赤
ナ
マ
コ
と
青
ナ
マ
コ
と
い

う
高
級
品
で

し
た
が
、
分

け
て
る
時
に

動
い
て
い
て
、

給
湯
室
か
ら

分
け
て
く
れ

て
い
る
人
の

悲
鳴
が
聞
こ

え
て
き
ま
し
た
。 

（
ね
こ
課
長
）

●
昔
パ
ー
テ
ィ
の
ゲ
ー
ム
の
景
品

で
商
品
と
し
てwii

を
貰
っ
た
が
、

ゲ
ー
ム
に
全
く
関
心
が
な
い
の

で
、
こ
っ
そ
り
質
屋
へ
持
っ
て
い

き
、
そ
こ
で
得
た
お
金
を
旅
行
代

金
に
充
て
た
事
が
あ
っ
た
。感
謝
。

こ
の
時
初
め
て
質
屋
を
ド
キ
ド
キ

し
な
が
ら
利
用
し
ま
し
た
。 

 
 

（
F
・
Y
）

そ
の
他

●
結
婚
式
の
引
き
出
物
の
時
計
。

文
字
盤
は
Ｃ
Ｄ
よ
り
小
さ
め
な

の
に
、
20
×
30
セ
ン
チ
以
上
の

ボ
ッ
ク
ス
の
中
に
は
め
込
ま
れ

て
い
た
。
兎
に
角
装
飾
部
分
が

大
き
か
っ
た
。
く
れ
た
人
に
「
何

故
こ
れ
を
選
ん
だ
か
」
と
尋
ね

る
と
、
田
舎
は
引
き
出
物
は
大
き

さ
で
勝
負
な
の
で
、
兎
に
角
大
き

さ
で
選
ん
だ
と
言
わ
れ
た
。
時
計

は
す
ぐ
に
壊
れ
、
余
り
役
に
立
た

な
か
っ
た
。 

（
ニ
ッ
シ
ー
）

売上の一部は、
「熊本地震」「東日本
大震災」義援金として
寄付しています。

4 カ国国際特許取得

＊にーにゃ編集部申込受付先 福岡市中央区薬院 2丁目 6-18 アンコール第一ビル 707

お試しセット（原液100ml+希釈液3本付） 3,010円（お引取の場合2,470円）
５００mlボトル（原液５００ml+スプレー付） 5,940円（お引取の場合5,400円）
1.2ℓ（スプレーボトルは付属しません） 8,940円（送料無料）
4ℓ　（スプレーボトルは付属しません） 23,200円（送料無料）

●
౺
ȧ
ɀ
Ȟ
ɥ
۷
。

怖
く
て
母
が
し
ば
ら
く
放
置
し
て

い
た
ら
㘺
㮶
㮹
㮗
㯞
›

㮟
ི
㯒
ઃ
㮗
㮹
し
ま
っ
て

…
。
庭
に
埋
め
て
あ
げ
ま
し
た
。

 

（
ね
こ
課
長
）

●
留
学
か
ら
帰
国
す
る
前
日
に

他
国
の
人
か
ら

大
き
な
熊
の

  

ぬ
い
ぐ
る
み
を
貰
っ
た
。

明
日
飛
行
機
に
乗
っ
て
帰
る
の

に
。
申
し
訳
な
い
け
ど
、

他
の
友
人
に
託
し
て
帰
国
し
た
。 

 

（
あ
や
っ
ち
）

●
５
年
前
に
両
親
が
畑
仕
事
を

は
じ
め
、
朝
採
り
野
菜
を
職

場
の
先
輩
に
持
た
さ
れ
た

も
の
の
、
そ
の
日
は

S
M
A
P
の
コ
ン
サ
ー
ト

の
日
で
、
帰
り
に
渡
し
た
け
れ

ど
、
㮕
㮞
㯜
㮨
㯑
㮾
ህ
㮽
㗻

㯥
㮨
㯟
㯑
㮪
㮲
㭿
家
に
帰
っ

て
両
親
に
、
つ
い
バ
カ
正
直
に

話
し
て
し
ま
い
ῳ
㮟
்
㮷
㮗

㮹
㮗
㯑
㮪
㮲
。
中
々
忘
れ
ら

れ
な
い
、
思
い
出
す
と
苦
い
思

い
出
で
す
。 

（
Ｔ
・
Ｎ
）

○
編

＜

読
ん
で
る
私
も
胸
が
苦

し
く
な
り
ま
し
た　
涙

ぎゃー!!

博多区博多駅前4-24-1-201（営／10:00～22:00）●無休くま先生　博多 検索
 くま先生の鍼灸院☎092-202-1021詳しくはwebへ！

通常 モニター価格

1ヶ月4,500円1ヶ月7,500円
（期間中の指導料等全て込み）

定員
10名

運動も食事制限もしません。
嘘みたいな体質改善 Diet。

今迄 

私自身、
開始2ヶ月で-10kg 達成。-20kg 目指して継続中です。

モニ
ター

募集 Diet 連敗の方、限定！で

20



男
性
芸
能
人

ア
イ
ド
ル

●
T
O
K
I
O
長
瀬
智
也
／
10
年

前
、
博
多
駅
で
／
人
に
か
こ
ま
れ
歩
い

て
い
た
。
身
長
高
か
っ
た
。	（
Ｏ
・
Ｒ
）

●
S
M
A
P
中
居
正
広
／
12
〜
３

年
前
、
福
岡
空
港
で
め
ち
ゃ
イ
ケ
の
ロ

ケ
／
か
っ
こ
よ
か
っ
た
!!

	

（
け
い
ち
ゃ
ん
）

●
S
M
A
P
草
薙
剛
／
10
年
前
、
東

京
恵
比
寿
の
コ
ン
ビ
二
で
／
入
れ
違
い
で

入
っ
て
き
て
、立
ち
読
み
し
て
い
た
。オ
ー

ラ
は
す
ご
か
っ
た
。
思
い
切
っ
て
声
を
か

け
た
ら
丁
寧
に
対
応
し
て
く
れ
た
。（
○
）

タ
レ
ン
ト

●
そ
の
ま
ん
ま
東
（
現
：
東
国
原

英
夫
）
／
春
頃
に
天
神
で
／
ジ
ョ
ギ

ン
グ
を
し
て
い
た
。
娘
（
高
校
生
）
が

見
ま
し
た
。
ふ
つ
う
に
ジ
ャ
ー
ジ
姿

だ
っ
た
ら
し
く
パ
ッ
と
見
た
と
き
は
分

か
ら
な
い
く
ら
い
早
い
感
じ
で
走
っ
て

い
た
そ
う
で
す
。	

（
ひ
ろ
こ
）

●
タ
モ
リ
／
８
月
の
い
つ
か
、
博
多

駅
近
く
で
／
複
数
名
と
歩
い
て
い
た
。

め
ち
ゃ
か
わ
い
い
。	

（
Ｏ
・
Ｒ
）

●
稲
川
潤
二
／
３
年
位
前
、
中
洲
の

橋
あ
た
り
で
／
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
ら
し

き
人
と
２
人
で
歩
い
て
い
た
。
稲
川

潤
二
じ
ゃ
あ
な
い
と
、
す
れ
ち
が
っ
た

後
に
話
し
て
い
た
ら
、
わ
ざ
わ
ざ
振
り

か
え
っ
て
握
手
を
し
て
恐
い
話
の
講
演

に
来
て
い
る
と
き
さ
く
に
話
を
し
て
く

れ
た
。
テ
レ
ビ
で
見
る
よ
り
、
も
の
す

ご
く
ス
テ
キ
な
ダ
ン
デ
ィ
ー
な
人
で
し

た
。
一
般
人
と
は
違
う
オ
ー
ラ
が
あ
っ

た
。	

（
チ
ロ
ル
の
マ
マ
）

●
具
志
堅
用
高
／
福
岡
空
港
か
ら
の

地
下
鉄
で
／
電
車
に
チ
ョ
コ
ン
と
座
っ

て
い
た
。
小
さ
い
オ
ッ
サ
ン	（
Ｓ
・
Ｍ
）

●
野
々
村
真
／
20
年
位
前
に
北
九
州

の
若
戸
渡
船
場
で
ロ
ケ
を
し
て
い
た
／

テ
レ
ビ
で
は
ペ
コ
ペ
コ
し
て
い
る
イ
メ
ー

ジ
だ
っ
た
が
、
意
外
と
ツ
ン
と
し
て
愛
想

の
無
い
感
じ
だ
っ
た
。	
（
が
み
ち
ゃ
ん
）

●
カ
ル
セ
ー
ル
麻
紀
／
25
年
位
前
、

中
洲
の
路
上
で
／
中
洲
を
歩
い
て
い
る

と
こ
ろ
を
み
ま
し
た
。
す
ご
く
き
れ
い

で
、
皆
み
て
い
た
。
女
性
以
上
に
き
れ

い
だ
っ
た
。	

（
美
猫
）

●
所
さ
ん
、
佐
藤
栞
里
／
今
年
、

江
古
田
で
／
笑
コ
ラ
の
収
録
を
し
て
い

た
。
素
敵
だ
っ
た
。	

（
い
さ
み
ん
）

●
織
田
裕
二
／
10
年
程
前
、
映
画
の

試
写
会
で
／
背
が
高
く
て
、
足
が
長

い
。
た
だ
椅
子
に
座
っ
て
い
る
だ
け
な

の
に
、
な
ん
か
画
に
な
っ
て
い
た
。
肌

が
焼
け
て
い
て
健
康
的
に
見
え
た
。	

	
	

（
Ｇ
Ｋ
）

●
石
坂
浩
二
／
友
人
が
20
代
の
頃
／

夏
に
ゆ
か
た
着
て
屋
台
で
食
事
を
し
て

い
た
ら
、
石
坂
浩
二
さ
ん
が
い
て
、
記

念
撮
影
と
食
事
を
ご
ち
そ
う
に
な
っ
た

と
か
…	

（
P
i
P
i
）

●
柄
本
明
／
２
０
１
１
年
頃
、
新
宿

の
映
画
館
で
／
映
画
を
見
に
来
て
い
た
。

オ
ー
ラ
が
あ
っ
て
す
ぐ
わ
か
っ
た
。

	

（
い
さ
み
ん
）

　
街
中
に
行
か
な
く
な
っ
て
か

ら
は
、
と
ん
と
お
見
か
け
し
て

ま
せ
ん
。
あ
、
で
も
去
年
だ
っ

た
か
高
級
寿
司
店
の
…
と
、
こ

れ
は
投
稿
で
紹
介
し
ま
す
ね

（
笑
）。
５
年
振
り
の
「
有
名
人
」

特
集
で
す
！

＊
投
稿
紹
介
は
順
不
同
、
敬
称
略

●
関
ジ
ャ
ニ
の

横
山
裕
／
昨
年
２

月
、
浅
草
寺
前
で

ロ
ケ
／
す
ご
く
色

が
白
か
っ
た
。	

（
ま
り
ん
）

●
市
川
海
老

蔵
／
何
年
か
前

に
福
岡
空
港
で

／
始
発
の
伊
丹

行
き
飛
行
機
で

す
ぐ
前
の
席
に
居
た
。
結
婚
前

で
オ
ラ
オ
ラ
系
の
イ
メ
ー
ジ
が
、

め
っ
ち
ゃ
柔
ら
か
い
笑
顔
で
噂
と

違
い
ビ
ッ
ク
リ
。
朝
早
か
っ
た
の

に
気
遣
い
も
す
ご
く
し
て
く
れ

て
、
あ
る
種
フ
ァ
ン
に
。
そ
の
後

ボ
コ
ボ
コ
に
さ
れ
た
事
件
が
あ

り
、
え
ー
ー
っ
て
思
っ
た
。	

	

（
は
な
）

●
嵐
の
大
野
智

／
10
年
前
、
東
京

高
田
馬
場
駅
で
／

電
車
を
降
り
て
改

札
に
向
っ
て
い
た
。
め
ち
ゃ
く

ち
ゃ
カ
ッ
コ
い
い
男
の
人
が
い

る
!!
と
思
っ
て
い
た
ら
大
野
く
ん

だ
っ
た
。
テ
レ
ビ
よ
り
か
な
り

カ
ッ
コ
よ
く
、
見
る
だ
け
で
ド
キ

ド
キ
し
た
。	

（
Ｙ
Ｕ
Ｋ
Ａ
）

●
手
越
祐
也
、 

増
田
貴
久
／
約

10
年
前
、
銀
座
で

／
何
か
の
収
録
を

し
て
い
た
。
二
人
と
も
格
好
よ

か
っ
た
。	

（
い
さ
み
ん
）

俳
優

●
え
な
り
か
ず
き
／
中
２
の
時
に
修

学
旅
行
で
、
場
所
は
覚
え
て
ま
せ
ん
／

撮
影
を
し
て
い
た
!!
愛
想
が
悪
か
っ
た

（
笑
）	

（
天
パ
ー
）

●
志
茂
田
景

樹
／
数
年
前
、

志
茂
田
景
樹
さ

ん
を
新
天
町
で

み
ま
し
た
。

	

（
Ｒ
・
Ｉ
）

●
ピ
ー
タ
ー

／
５
年
程
前
、

新
幹
線
の
中
で

／
座
席
で
本
を

読
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
若
々
し

い
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

	

（
Ｋ
・
Ｔ
）

特 集 0

●
中
尾
彬
／
子
ど
も
の
マ
マ
友
が

地
元
の
パ
ー
テ
ィ
で
、
名
前
は
思

い
出
せ
な
い
け
ど
顔
は
知
っ
て
い

る
お
じ
様
が
居
た
の
で
、「
こ
ん
ば

ん
わ
。
お
元
気
で
し
た
か
？
」
と

話
し
か
け
、「
こ
ん
ば
ん
わ
。
お

子
さ
ん
大
き
く
な
ら
れ
た
で
し
ょ

う
ね
。」
と
普
通
に
返
さ
れ
世
間

話
を
し
た
そ
う
だ
。
数
日
後
、
そ

の
お
じ
様
が
テ
レ
ビ
に
出
て
い
て

び
っ
く
り
し
て
い
た
ら
、実
は
会
っ

た
事
は
無
く
、
テ
レ
ビ
で
知
っ
て

い
た
だ
け
の
中
尾
彬
だ
と
い
う
事

に
気
づ
い
て
気
を
失
い
か
け
た
と

言
っ
て
い
た
。	

（
し
か
の
）

25



●
ピ
エ
ー
ル
瀧
／
２
０
１
５
年
頃
、

渋
谷
の
ブ
ッ
ク
オ
フ
付
近
で
／
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
で
前
に
居
た
。
大
好
き
な
の

で
嬉
し
か
っ
た
。	

（
い
さ
み
ん
）

●
松
平
健
／
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
で
／

博
多
座
に
向
っ
て
い
た
。
ニ
ッ
ト
帽
か

ぶ
っ
て
、
コ
ー
ト
を
着
て
か
っ
こ
よ

か
っ
た
で
す
。	
（
Ｓ
・
Ｍ
）

芸
人

●
笑
い
飯
／
８
月
頃
天
神
で
／
タ
ク

シ
ー
に
乗
っ
て
い
た
。
顔
な
ど
は
テ
レ

ビ
で
見
て
い
た
そ
の
ま
ま
で
し
た
。
結

構
大
人
し
い
感
じ
で
、
帽
子
を
か
ぶ
っ

た
だ
け
で
し
た
。
パ
ッ
と
見
た
だ
け
で

し
た
が
オ
ー
ラ
は
あ
っ
た
か
な
と
思
い

ま
す
。	

（
あ
め
だ
ま
）

●
バ
カ
リ
ズ
ム
／
高
校
で
教
員
を
し

て
い
た
時
／
我
が
教
え
子
、
お
笑
い
人

に
な
る
と
芸
能
界
へ
。
お
も
し
ろ
い
子

だ
っ
た
が
ま
さ
か
あ
ん
な
に
売
れ
る
と

は
。
感
激
！	

（
Ｉ
・
Ｍ
）

●
宮
迫
博
之
／
数
年
前
、
天
神
、
テ

レ
ビ
の
ロ
ケ
／
テ
レ
ビ
と
同
で
し
た
。

疲
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
。	（
み
い
）

●
２
０
１
０
年
頃
、
伊
勢
丹
新
宿
付
近

で
／
後
輩
芸
人
ら
し
き
人
物
と
あ
る
い

て
い
た
。
小
柄
だ
け
ど
革
ジ
ャ
ン
を
き

て
い
て
か
っ
こ
よ
か
っ
た
。（
い
さ
み
ん
）

●
よ
ゐ
こ
の
有
野
／
２
０
１
１
年

頃
、
高
円
寺
の
焼
き
鳥
屋
で
／
奥
さ
ん

ら
し
き
人
と
焼
き
鳥
を
食
べ
に
来
て
い

た
。
目
立
っ
て
い
た
。	

（
い
さ
み
ん
）

●
寺
門
ジ
モ
ン
／
去
年
、
薬
院
の
高

級
寿
司
店
の
前
で
／
ど
っ
か
で
見
た
事

が
あ
る
な
と
思
っ
た
ら
、ジ
モ
ン
さ
ん
。

業
界
人
ら
し
き
人
と
、
誰
か
を
待
っ
て

い
る
様
子
だ
っ
た
。
次
に
見
た
時
に
は

マ
ス
ク
を
し
て
い
た
の
で
「
誰
も
気
に

せ
ん
っ
て 

汗
」
と
思
っ
て
し
ま
っ
た
。

竜
ち
ゃ
ん
だ
っ
た
ら
握
手
を
求
め
に

い
っ
た
と
思
う
け
ど
。
テ
レ
ビ
で
み
た

ま
ん
ま
で
、
背
が
低
く
が
っ
ち
り
体
型

だ
っ
た
。	

（
j
e
e
k
）

●
綾
小
路
き
み
ま
ろ
／
数
年
前
、
岩

田
屋
／
店
内
を
歩
い
て
い
た
。
テ
レ
ビ

と
同
じ
。	

（
く
い
し
ん
ぼ
う
）

●
サ
バ
ン
ナ
八
木
真
澄
／
一
昨
年

２
月
に
浅
草
寺
前
で
／
ロ
ケ
で
関
ジ
ャ

は
し
て
い
な
く
て
、
す
ぐ
分
か
る
感
じ

だ
っ
た
。
見
れ
て
嬉
し
か
っ
た
。	

	
	

（
い
さ
み
ん
）

●
水
道
橋
博
士
／
２
０
１
１
年
頃
、

高
円
寺
の
１
０
０
円
シ
ョ
ッ
プ
で
／

ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
よ
う
な
格
好
で
１
０
０

円
シ
ョ
ッ
プ
に
き
て
い
た
。
鉢
合
わ
せ

た
の
で
か
な
り
驚
い
た
。	（
い
さ
み
ん
）

●
オ
リ
ラ
ジ
あ
っ
ち
ゃ
ん
／
数
年

前
、
新
宿
の
喫
茶
店
西
武
で
／
喫
茶
店

で
何
か
を
ず
っ
と
書
い
て
い
た
。
ネ
タ

帳
か
も
。	

（
い
さ
み
ん
）

●
東
京
０
３
／
10
月
25
日
、
熊
本
か

ら
博
多
の
新
幹
線
さ
く
ら
で
／
お
隣
り

に
座
っ
て
い
て
も
気
づ
か
ず
、
降
り
る

時
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。
チ
ャ
ら
く
も

な
く
大
人
し
く
い
い
人
た
ち
で
し
た
。	

	
(

ば
ー
ば
）

●
千
原
せ
い
じ
／
３
年
前
に
タ
イ
で

／
家
族
と
旅
行
に
来
て
ら
し
た
よ
う
で

す
。
少
し
恐
か
っ
た
で
す
が
、
気
さ
く

に
写
真
を
撮
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
息
子

が
可
愛
か
っ
た
で
す
。	

（
あ
い
）

●
２
０
１
０
年
頃
、
新
宿
東
急
ハ
ン
ズ

付
近
で
／
何
か
を
店
員
に
聞
い
て
い

た
。
気
さ
く
な
兄
貴
と
い
っ
た
風
貌

だ
っ
た
。	

（
い
さ
み
ん
）

●
千
原
ジ
ュ
ニ
ア
／
２
年
前
に
京
都

で
／
撮
影
を
し
て
い
ま
し
た
。
テ
レ
ビ

ニ
横
山
君
と
一
緒
で
し
た
。
芸
能
人

オ
ー
ラ
が
全
く
無
く
て
普
通
の
人
で
し

た
ー
。	

(

ま
り
ん
）

●
南
海
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
ズ
／
７
年
位

前
、
天
神
の
飲
食
店
で
／
炊
き
餃
子
で
ご

は
ん
食
べ
て
い
た
。
２
人
供
、
快
く
握
手

し
て
く
れ
ま
し
た
。	

（
い
ち
ご
）

●
華
丸
・
大
吉
／
14
〜
15
年
前
、
大

宰
府
天
満
宮
で
／
テ
レ
ビ
の
ロ
ケ
に
来

て
い
た
。
小
学
生
だ
っ
た
の
で
、
背
の

高
い
印
象
で
し
た
。
あ
の
こ
ろ
は
、
ま

だ
福
岡
で
し
か
見
て
な
か
っ
た
で
す

が
、
今
は
、
全
国
区
で
、
お
忙
し
そ
う

で
す
ね
。	

（
ま
る
）

●
博
多
華
丸
／
今
年
６
月
、
中
洲
川

端
に
あ
る
焼
き
鳥
屋
さ
ん
で
／
Ｔ
Ｖ
収

録
を
し
て
い
ま
し
た
。
隣
で
収
録
し
て

い
て
終
わ
っ
て
、
握
手
を
求
め
る
と
、

笑
顔
で
対
応
し
て
下
さ
っ
て
、
写
真
ま

で
撮
っ
て
頂
い
た
！
博
多
の
誇
り
で

す
。	

（
し
ょ
こ
）

●
２
０
０
７
〜
２
０
１
０
年
頃
、
新
宿

駅
内
で
／
お
そ
ら
く
ル
ミ
ネ
the
よ
し
も

と
へ
行
く
途
中
。
丁
度
私
が
バ
イ
ト
へ

行
く
時
間
と
重
な
っ
て
い
る
の
か
、
何

回
も
駅
で
目
撃
し
た
。
全
く
変
装
な
ど

●
ロ
ン
ブ
ー

淳
／
夏
に
天

神
西
鉄
北
口

で
／
撮
影
を

し
て
い
た
。
常

に
笑
顔
！
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
ド
リ

ン
ク
（
モ
ン
ス
タ
ー
）
配
布
を
手

伝
っ
て
た
！	

（
P
i
P
i
）

●
夏
に
天
神
で
／
ろ
ん
ぷ
く
あ
つ

し
の
撮
影
を
し
て
い
た
。
オ
ー
ラ

が
あ
り
ま
し
た
。	（
あ
っ
ち
ゃ
ん
）

●
ダ
ウ
ン
タ

ウ
ン
松
本
人

志
／
バ
イ
ト

先
で
／
食
事

を
し
て
い
た
。

オ
ー
ラ
が
す
ご
か
っ
た
。（
Ｋ・Ａ)

と
変
わ
ら
な
か
っ
た
で
す
が
、
カ
メ
ラ

が
止
ま
る
と
ク
ー
ル
な
印
象
で
し
た
。	

	

（
あ
い
）

●
は
ん
に
ゃ
の
金
田
／
数
年
前
、
新

宿
の
東
口
付
近
で
／
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
ら

し
き
人
と
歩
い
て
い
た
。
メ
ガ
ネ
を
か

け
て
い
た
が
、
目
立
っ
て
い
て
少
し
人

だ
か
り
が
出
来
て
い
た
。	（
い
さ
み
ん
）

●
原
口
あ
き
ま
さ
／
半
年
前
に
博
多

駅
前
で
／
車
を
待
っ
て
い
ら
し
た
。
全

く
変
装
し
て
い
な
か
っ
た
の
に
、
逆
に

ぜ
ん
ぜ
ん
目
立
っ
て
い
な
か
っ
た
。
良

い
お
っ
ち
ゃ
ん
的
で
嫌
味
な
く
◎
！	

	
	

（
Ｙ
・
Ｆ
）

●
森
三
中
の
黒
沢
／
５
年
前
、
伊
勢

丹
新
宿
付
近
で
／
一
人
で
歩
い
て
い

た
。
優
し
そ
う
な
雰
囲
気
だ
っ
た
。	

	
	

（
い
さ
み
ん
）

●
品
川
庄
司
の
品
川
／
２
０
１
１
年

頃
、
新
宿
の
映
画
館
で
／
映
画
を
見
に

来
て
い
た
。
思
っ
た
よ
り
体
が
大
き

か
っ
た
。	

（
い
さ
み
ん
）

●
レ
イ
ザ
ー

ラ
モ
ン
Ｈ
Ｇ

／
昨
年
１
月

頃
、博
多
ア
ミ
ュ

プ
ラ
ザ
で
／
お

店
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ゲ
ス
ト
と

し
て
来
て
た
よ
う
で
お
店
外
で

「
フ
ォ
ー
」
と
叫
ん
で
い
た
。
優

し
か
っ
た
。
写
メ
撮
っ
て
言
い
か

聞
く
と
Ｏ
Ｋ
し
て
く
れ
、「
一
緒

に
撮
ら
な
く
て
良
い
の
？
」
と
言

わ
れ
、
肩
を
組
ん
で
ツ
ー
シ
ョ
ッ

ト
を
撮
り
ま
し
た
。	（
あ
や
っ
ち
）

●
ハ
ラ
イ
チ
の
澤
部
、
俳
優

の
岡
田
将
生
／
今
年
の
フ
ジ

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
会
場

（
７
月
下
旬
・
苗
場
ス
キ
ー
場
）

に
て
／
グ
リ
ー
ン
ス
テ
ー
ジ
の
後

ろ
の
小
高
い
丘
で
私
達
が
座
っ
て

ワ
ン
オ
ク
見
て
い
た
ら
、
横
を

通
り
過
ぎ
た
と
妹
が
騒
い
で
て
、

何
曲
か
後
に
ま
た
同
じ
道
を
戻
っ

て
別
の
会
場
に
移
動
し
て
行
っ
た

の
で
正
面
か
ら
見
ま
し
た
。
似
た

よ
う
な
登
山
ス
タ
イ
ル
な
の
に
岡

田
君
は
オ
シ
ャ
レ
山
ボ
ー
イ
、
澤

部
氏
は
田
植
え
に
見
え
る
と
い
う

（
笑
）。
仲
良
し
ら
し
い
で
す
。
翌

日
は
苗
場
プ
リ
ン
ス
の
朝
食
後
に

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
澤
部
氏
と
再
会

し
ま
し
た
（
爆
）。	

（
k
u
la
）
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